
ソーシャルインフラ・イノベーション　
持続可能な社会に貢献
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NTTインフラネット

社会インフラ事業を取り巻く環境

NTTインフラネットは，1999年の設立
以来，NTTグループの通信ネットワーク
を支える管路・とう道・マンホールなどの
基盤設備の構築・保守業務等を担っていま
す．また社会インフラの安全性確保，災害
時の対応力向上などの社会的要請の高まり
に伴う無電柱化事業の展開や，社会インフ
ラの維持・運用業務の高度化・効率化に向
けたスマートインフラ事業の展開など，サ
ステナブルな社会インフラの運営をめざし
た取り組みを推進することで，一般市場，
つまりNTTグループ外への事業拡大に取
り組んできました．2023年度の営業収益で
は，初めてNTTグループ内での収益と，
一般市場での収益が逆転し，一般市場の収
益が大きくなりました．これは，当社にとっ

ての画期的な出来事であり，社会インフラ
事業を取り巻く環境の変化を実感していま
す．

昨今の人口減少，少子高齢化，老朽化設
備の増加，災害の激甚化などは，インフラ
事業者に多くの課題をもたらしています．
人口減少が進むにつれ，人口分布がまばら
になることが想定されますが，人口が減少
した地域においても社会インフラが必要と
なります．加えて，建設業の就業者は，
1990年代をピークに減少し続けており，人
手不足が深刻な問題となっています．また
電気，水道，ガス，通信などのライフライ
ン施設，および道路，トンネル，橋などの
多くの公共施設は高度経済成長期に集中的
に整備されたため，今後急速に老朽化する
ことが懸念されています．今後20年間で，
建設後50年以上経過する施設の割合は加速

度的に高くなる見込みであり，社会インフ
ラの維持管理・更新コストの増加が懸念さ
れています．国内における建設投資と就業
者の推移を図 1（1）にします．このようにイ
ンフラ事業者には限られたリソースとコス
トで面的に社会インフラを維持運用するこ
とが求められており，戦略的な取り組みが
必要となります．

こうした背景を受け，当社ではここ数年，
地域での仲間づくりに注力し，ソーシャル
インフラ・イノベーションを推進していま
す．ソーシャルインフラ・イノベーション
とは，電力，ガス，通信，水道，道路など
さまざまなインフラを個別に管理するので
はなく，社会全体のものとして一体で運営
し，そこにDX（デジタルトランスフォーメー
ション）や効率化などのイノベーションを
加えていくことで，サステナブルなインフ

URL	 https://journal.ntt.co.jp/article/31194

DOI	 https://doi.org/10.60249/25015101

NTTインフラネットは，ソーシャルインフラ・イノベーションの構想を掲げて，
人口減少，少子高齢化，老朽化設備の増加などの社会インフラ事業を取り巻く問
題の課題解決や新たな価値創造の取り組みを進めています．本稿では，ソーシャ
ルインフラ・イノベーションの実現に向けた当社の事業戦略について紹介します．
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1図1 建設投資額，建設業就業者の推移
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出典：「令和５年度 建設投資見通し」（国土交通省）(1)

「令和５年度 労働力調査」（総務省）(2)

※ 建設投資額の2022年度，2023年度，2024年度は見通し額、建設業就業者数は年平均値
図 1　建設投資額，建設業就業者の推移

新しい社会のインフラをつくり，次の時代につなぐ，ソーシャルインフラ・イノベーション特 集2

28 2025.1



ラ運営を実現する構想です．この構想を実
現するため，当社は図 2 に示す事業戦略に
基づき 3 つの事業によるアプローチを進め
ています． 1 つめは，当社の運営を支えて
きたNTTグループのエンジニアリング事
業であり，通信基盤設備の構築・保守業務
を一元的に実施しています． 2 つめは，
NTTグループのエンジニアリング事業で
培った技術や知見を活用し，一般市場に展
開するソーシャルインフラ・エンジニアリ
ング事業です． 3 つめは，インフラ運営業
務 全 般 の 課 題 解 決 に 向 け て ICT

（Information and Communication 
Technology） や GIS（Geographic 
Information System）を活用したプラッ
トフォームやアプリケーションを展開する
スマートインフラ事業です．

エンジニアリング業務の深化と
一元化に向けた取り組み

当社では，通信基盤設備の構築・保守業
務を効率・効果的に実施するためNTTグ
ル ー プ の ICT を 活 用し，MMS（Mobile 
Mapping System）による設備点検や，「ト
リプルIP®」によるGISと連動した設備情
報管理などのスマートメンテナンスに取り
組んできました．これらの取り組みは，
NTTグループのエンジニアリング事業を
通じて磨いてきたものであり，共通の課題
を抱えるインフラ事業者にも展開できるも
のが多くあります．例えば，多くの自治体
が上下水道を管理するうえで，インフラの
老朽化と技術者の減少に伴うメンテナンス
に危機感を抱いています．これに対し，当
社は通信設備を点検する「スマートメンテ
ナンスツール」を下水道事業に活用し，点
検を行っていただくことで課題解決に取り
組んでいます．通信設備と同じ点検ツール
を他分野で使用することができれば，将来
的には点検と管理業務を複数のインフラ事
業者で共同実施でき，AI（人工知能）によ
る自動判定機能などの機能開発にかかるコ
ストもシェアリングできます．今後，道路
や公園などにも拡大することで，メンテナ
ンスの負担を軽減し，サステナブルなイン
フラ運営をめざしています．このように当
社では，NTTグループのエンジニアリン
グ事業で培った技術や知見を一般市場に展

開するため，ソーシャルインフラ・エンジ
ニアリング事業を展開しています．

ソーシャルインフラ・エンジニアリング
事業では，無電柱化が大きな市場となって
います．無電柱化は，美しい景観の維持，
安全性の向上，災害リスクの軽減に加え，
インフラの老朽化への対応にも大きく貢献
します．特に都市部や観光地ではその効果
が顕著に現れ，国や東京都も景観と防災の
観点から無電柱化に積極的に取り組んでい
ます．当社は無電柱化において，通信や電
力の既存設備を有効活用する既存ストック
工法を推進しています．これによりコスト
削減や工期短縮が実現でき，環境や住民生
活への影響も最小限に抑えたグリーンな工
事として評価されています．

また社会環境の変化に伴う新たな市場と
して，自営線構築の市場にも注目していま
す．近年，クラウドサービスの普及やエッ
ジコンピューティングの需要増加，IoT

（Internet of Things）やAIの進展による
データ量の飛躍的な増加などの背景を受け
て，データセンタの建設が増えています．
さらには環境負荷の低減を目的とした太陽
光発電，風力発電などの再生可能エネル
ギー関連施設の需要が高まっています．こ
れらの施設では，施設間をつなぐ通信ケー
ブルや，電源を供給する電力ケーブルなど
の自営線が必要となります．当社は，通信
設備の構築，維持運用のノウハウを活かし，
自営線のルートコンサルから設計，施工ま
でをワンストップで提供することができま
す．これらの自営線の構築においては，道
路や河川などに自営線を設置・専用する
ケースが多くあります．この場合，行政を

含めたステークホルダーとの折衝・協議が
必要となりますが，それらの対応も当社の
技術スタッフが一元的にサポートすること
で，自営線構築の工期とコストを削減する
ことができます．

これらのエンジニアリング業務全般を通
じて，共同施工・共同点検にも積極的に取
り組んでいます．複数のインフラ事業者が
協力して道路掘削工事などを共同で行う共
同施工・共同点検は，同一個所での繰り返
し工事・点検を抑制できます．インフラを
社会全体のものとして考えた場合，リソー
スとコストを大幅に削減することができる
ためソーシャルインフラ・イノベーション
を実現するうえで重要な領域であり，今後
さらに取り組みを加速させていく必要があ
ります．

スマートインフラ事業による
イノベーション

スマートインフラ事業では，工事の計画
から現地立会，道路占用許可申請，設備構
築工事，道路台帳の修正，設備管理点検な
どのインフラ運営における一連のプロセス
を高度化・効率化するサービスの開発，展
開に取り組んでいます．この取り組みでは，
業務プロセスを改善するアプリケーション
に加えて，インフラ事業者や自治体がイン
フラ設備のデジタルデータを相互活用可能
なSmart Infraプラットフォームを提供し
ています．Smart Infraプラットフォーム
では，インフラ設備の設備データを高精度
な3D位置情報と結び付けて管理すること
ができ，さまざまなアプリケーションでそ
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のデータを活用することでインフラ運営の
イノベーションをめざしています．

具体的な例として，当社が提供している
「立会受付Webシステム」があります．工
事立会の申請をデジタルデータによってワ
ンストップで実施し，インフラ事業者や自
治体におけるインフラ設備の事前調査や調
整協議の業務負担を減らすことができます．
このシステムは，参画するインフラ事業者
の増加に伴い，ユーザとしてご利用いただ
くインフラ事業者の皆様も業務負担が軽減
する効果を実感できるものであり，2024年
10月までに35のインフラ事業者がこのシス
テムを利用し，月約10万件の工事立会を受
付するまでに拡大しています．「立会受付
Webシステム」の取り組みは，まさに地
域での仲間づくりによるソーシャルインフ
ラ・イノベーションが実現した一例だとい
えます．

またさらなる技術革新をめざして，経済
産業省などが進めるデジタルライフライン
全国総合整備計画などの国のプロジェクト
に参画して，Smart Infraプラットフォー
ムの骨格となる高精度な3D空間情報によ
る位置基準やインフラ設備情報を空間ID
に変換する技術等を提供し，正確な空間の
情報を一意に識別できる仕組みづくりに貢
献しています．正確な空間情報が一意に識
別できるようになることで，ドローンによ
る生活必需品の配送，自動運転，オンデマ
ンド交通サービス，ロボットの遠隔操作と
いった運行オペレーションの高度化やイン

フラ設備の一元管理が高精度に実用化され，
人手に頼らない方法でのインフラ運営を実
現 す る こ と を め ざ し て い ま す．Smart 
Infraプラットフォームを活用したソーシャ
ルインフラ・イノベーションの展望を図 3
に示します．このようにスマートインフラ
事業では，地域社会の課題解決と価値創造
に取り組むことで，イノベーションの具体
的な手段を生み出し，ソーシャルインフラ・
イノベーションを加速させたいと考えてい
ます．

NTTインフラネットのパーパス

NTTインフラネットは，引き続き地域
での仲間づくりに注力し，ソーシャルイン
フラ・イノベーションを事業戦略に掲げて
取り組みを進めていきます．2024年10月に
は，当社の企業理念体系を見直し，パーパ
ス「新しい社会のインフラをつくり，次の
時代に つなぐ」を設定しています．これ
は社会の変化に合わせて当社のあり方を再
定義すると同時に，社員 1 人ひとりがイン
フラエンジニアリングのプロフェッショナ
ルとして，お客さまやパートナーの皆様と
ともに地域社会の未来を築く存在となり，
社会に対して大きな価値を生み出すという
宣言になります．情報通信をはじめとする
社会インフラ事業で培った技術と使命を継
承し，社会インフラを構築・創造し，守り，
未来へとつなぐことができるサステナブル
なインフラ運営の実現をめざします．
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泉　  俊光

ソーシャルインフラ・イノベーションは，さまざまな
インフラを社会全体のものとして一体で運営し，DX
や効率化などのイノベーションを加えていくことで，
サステナブルなインフラ運営を実現する構想です．
ご興味・関心がある方，ぜひご一報ください！

◆問い合わせ先
NTTインフラネット
経営企画部　企画部門　企画担当
TEL　03-6381-6421
E-mail　infranet.pr nttinf.co.jp
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